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平成２８年度 第１回 鳥取市総合企画委員会 

 

１ 日  時  平成２８年５月３１日（火）１３：３０～１５：０５ 

２ 場  所  鳥取市役所 本庁舎６階 全員協議会室 

３ 出席委員  入江到委員、岡田一壽委員、岡本洋一委員、小谷文夫委員、下山裕子

委員、白岡あゆみ委員、谷上雄亮委員、茶谷友士委員、塚田比佳里委

員、西村賀代委員、橋本智洋委員、松本壽惠委員、松本弥生委員、森

原昌人委員、森英俊委員、安田晴雄委員長、山根滋子委員 

４ 欠席委員  尾崎直美副委員長、上山弘子委員、谷口節次委員、冨岡庄一委員、 

橋本勝信委員（荒木事務局次長がオブザーバー出席） 

５ 鳥 取 市  市長、副市長、関係部（局）長（監）、政策企画課創生戦略室（事務

局） 

 

○高橋政策企画課長  

皆さん、こんにちは。時間になりましたので、ただいまから平成２８年度第１回鳥取

市総合企画委員会を開会したいと思います。 

 本日はお忙しいところをお集まりいただきまして、ありがとうございます。私は進行を

務めさせていただきます政策企画課の高橋といいます。よろしくお願いいたします。 

 さて、本委員会は条例の規定によりまして委員の半数以上の出席がなければ会議を開く

ことができないこととなっておりますけれども、本日は２２名の委員様のうち１７名の委

員様の御出席をいただいております。会議が成立しているということを御報告させていた

だきます。 

 なお、尾崎副委員長、上山委員、谷口委員、冨岡委員、橋本勝信委員については、所用

により御欠席という連絡をいただいております。橋本委員の代理として荒木様に出席をい

ただいております。併せて御報告をさせていただきます。 

 それでは、開会に当たりまして、深澤市長より御挨拶を申し上げます。 

○深澤市長  

皆さんこんにちは。市長の深澤でございます。今日は大変お忙しい中、本年度第１回

となります鳥取市総合企画委員会に御出席をいただきまして、誠にありがとうございます。 

 御承知のように、昨年は地方創生元年というふうに言われておりまして、全国の自治体、
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また、地域で将来を見据えたまちづくりのための取り組みがスタートしたところでありま

す。本市におきましても９月３０日付で鳥取市版の人口ビジョンと鳥取市創生総合戦略、

この２つをつくり、また、併せまして今年度からスタートしております第１０次の鳥取市

総合計画も策定をしたところであります。これらの戦略や計画の策定に当たりましては、

総合企画委員会の皆様に様々な御意見、御提言をいただいたところでございまして、改め

まして心より感謝申し上げる次第でございます。本当にありがとうございました。 

 いよいよ今年度からこれらの戦略や計画に位置づけております施策事業を展開していく

ということになったところであります。こういった戦略、計画はつくりっ放しということ

でなくて、これからも多くの皆様と連携をさせていただきながら、また、折々検証しなが

ら進めていくということになると考えております。私もできるだけ多くの皆さんから色ん

な御意見をいただきたいということで、今年度からストリートミーティングということで、

比較的少人数の集まりの中で、色んな自由闊達な意見交換をさせていただきまして、それ

をこれからの取り組みや事業に反映させていただくということで、先般は子育て中のお母

さんと２回ほどざっくばらんな意見交換をさせていただきまして、色んな御意見をいただ

いたところでありますし、私自身が普段ちょっと気づいていないようなことも気づかされ

たと、そういったことで、これからも様々な分野の方たちとこういった意見交換の場を持

たせていただければと、このように思っておるところでございます。 

 本日は、この第１０次総合計画の前期実施計画と鳥取市創生総合戦略の中に位置づけて

おります各施策の検証方法等について御審議を賜りたいと考えております。どうか忌憚の

ない御意見を賜りますようお願い申し上げまして、簡単でございますが、開会に当たりま

しての御挨拶とさせていただきます。本日はどうぞよろしくお願い申し上げます。 

○高橋政策企画課長  

ありがとうございました。続きまして安田委員長より御挨拶を頂戴したいと思います。 

○安田委員長 

 皆さん、お疲れ様でございます。２６年の１０月２日に諮問がございまして、延々足か

け２年でありますけれども、１０回にわたりまして、答申まで１０回の委員会をさせてい

ただきました。中にはこんなにもハードワークはないよねという意見が圧倒的でありまし

たけれども、委員長をつかさどる私自身もそこまでは考えておりませんでしたので、申し

訳なかったかなと思います。 

 本年度は大体３回程度で終わらせていただこうと思っておりますけれども、実は４月７
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日に、話が変わるのですが、深澤鳥取市長、それから、鳥取県の東部の４町の町長様と、

それから、商工会議所との関係で、実は会合をさせていただきました。鳥取市の話はもう

この総合企画委員会の中で皆さん十分御承知でございますので、４町の非常にユニークな

町長方との話の中で、共通して悩みというのでしょうか、最重要課題はやっぱり移住定住、

いわゆる少子高齢化に伴う人口減、もちろん転出もされるわけですけれども、非常にお悩

みでありました。４町の町長は本当にお困りになっておられるという実情を御説明いただ

きました。ただ、岩美町の榎本町長は大変強気でありまして、住みよいまち日本一という

称号をいただかれて、現実問題として若い方々が１２組でしたか、１０組か１２組かちょ

っと失念いたしましたが、その方々が今移住、定住をなさっているとおっしゃっておられ

ました。智頭町の町長におかれましては、１０年間以上住んでいただいたらその家を差し

上げますよという話までしていただいて、若い方々の定住を促進されているということで

ありますけれども、この問題については本当に私たちも第一義的に考える必要があるのか

なと思いますし、それから２番目に、ちょっと話がそれるのですが、鳥取市さん、商工会

議所さんで美術館の問題をやっておられますよねと。どうして我々に相談が無いのですか

ねという話までいただいて、何も美術館は鳥取市民のものではありませんよと。東部一円

のものでありますよということで、幸いなることに４町の町長のいわゆる合意書みたいな

ものまでつくっていただけるということでありまして、大変これは力強いことだなと思っ

ております。 

 もう１点、５月２２日に、実は僕は生まれて初めてというか、大変申し訳なかったので

すが、若桜鉄道に乗せていただいて、鳥取から郡家、郡家から若桜まで、いわゆるローカ

ル隼号に乗せていただいて、大変楽しい１日を過ごさせていただいたわけでありますけれ

ども、中で気づいたことが、まず、いわゆる列車の中で販売をなさるという大変懐かしい

光景を見てまいりました。新幹線なり長距離の特急においてはそういう販売はあるのです

が、わずか２５分、３０分の間で２人の職員の方々が販売をされると。それも試食までき

っちりと、まんじゅうを１０個ぐらいに切られて、食べれば絶対買わなければいけません

よね。まんじゅうをいただきましたし、それから、おかきをいただいて若桜駅に着きまし

た。若桜駅で実は山田社長が自ら電車のお迎えをされるという、珍しくその日は２列車と

いうのでしょうか、大体単線で１列車なのですが、２つがほぼ満席でありまして、お迎え

になられて、職員の方々は本当に懇切丁寧に接待をしていただいたわけであります。汽笛

ももちろん鳴らしましたし、それから、機関車にも乗せていただいたわけでありますけれ
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ども、日曜日にもかかわらず、職員の方々があれほど熱心にやっていただけるって、やっ

ぱりこの町にたくさんの人が来てほしいなという意気込みを感じられたわけであります。

観光立県鳥取県、また、鳥取市でありますけれども、やっぱりやり過ぎということはない

のかなと思いますので、この接遇なり観光の問題についても大きな問題を抱えているなと

思っておるわけでございます。 

 今日は大変短い時間でございます。１時間３０分、私が５分ほどしゃべりましたので、

１時間２５分にわたりまして協議をしていただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。ありがとうございました。 

○高橋政策企画課長  

ありがとうございました。ここで、議事に入る前に、４月の異動に伴いましてお二人

の委員の方が交代となっております。新たに委員として参画いただくお二方に自己紹介も

兼ねまして一言ずつ御挨拶いただきたいと思います。 

 初めに、入江到委員、お願いいたします。 

○入江委員  

失礼します。鳥取銀行ふるさと振興部の入江と申します。前任の小野澤同様よろしく

お願いいたします。先ほどからお話を聞いていますと、昨年度は大変苦労されたというこ

とで、でき上がったところからの参加ということで非常に恐縮いたしておりますけれども、

私、家は鳥取市の中山間地の用瀬でございますし、会社は中心市街地にございますし、私

も銀行員の経歴としては、直近は大阪支店でしたし、あとは倉吉支店、郡家支店と色々な

銀行の中でも人事にもおりましたし、色んな面でまた御意見等役立てることがあればと思

っておりますので、ぜひどうぞよろしくお願いいたします。 

○高橋政策企画課長  

ありがとうございました。続きまして、橋本智洋委員です。 

○橋本（智）委員  

失礼いたします。連合鳥取東部地協の副議長をさせていただきます橋本智洋と申しま

す。私は実は３月までは学校現場におりまして、ずっと小学校の教員として何年か携わっ

てきておりました。目の前の子どもたちとか保護者の方とか同僚の方々とどんなふうにし

ていけばいいのかなということを日々悩みながら続けてきたのですが、この４月より労働

組合というものに出させていただいて、それまでとは違うものを日々考えさせていただい

ております。目の前に起きていた出来事ということを日々悩みながら取り組んできていた
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のですが、そういうことと実はこういうところで話し合われていることだったり、施策だ

ったり法律だったりするものが関わりのあるものだなということを今この４月から、戸惑

いながらですが、勉強させていただいておるところです。鳥取市のこういうところにも私

も何か参加ができればなと思っております。よろしくお願いします。 

○高橋政策企画課長  

ありがとうございました。それでは、議事に入りたいと思います。委員会条例の規定

によりまして、議長は委員長が務めるということになっておりますので、これ以降の進行

は安田委員長にお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○安田委員長  

ありがとうございました。今、お向かいにお座りの市長以下、市の職員の方々、上着

を脱いでいただけませんか。非常に緊張してしまいますので、クールビズということでさ

せていただいておりますので、できましたらありがたいですけれども。 

 それでは、協議事項に入らせていただきます。第１０次鳥取市総合計画、我々は１０次

総という言い方でいいかもわかりません。前期の実施計画についてということで、資料ナ

ンバー１で説明をいただきます。この説明をいただいてから、今日は１度だけお一方に御

意見をいただくように前もって御連絡いたしておきますので、その都合で覚悟してお聞き

になっていただきたいと思っております。お一方、１問ないし２問という形で考えており

ます。それでは、事務局より説明をお願いいたします。 

○塩谷政策企画課創生戦略室長  

 資料１・参考資料に基づき説明（略） 

○安田委員長  

ありがとうございました。今、塩谷室長の方から説明がございました、大ざっぱな説

明でありますが。といいますのは、これは皆さんがもうお勉強をなさっているという前提

でございまして、１ページから３０ページまでの項目について本日は御意見をお伺いした

いと思います。ちょっとおさらいでありますけれども、以前、市民アンケート調査結果、

１０次総合計画の１１ページをご覧になっていただいたらと思いますけれども、鳥取市の

めざすべき将来の都市像ということで、生活基盤の整った定住促進、自然や環境に優しい

やすらぎのある環境先進都市、それから、災害に強く安全、安心に暮らせる都市というこ

とでございまして、それに基づいたアンケートが次の人に優しい都市、安全、安心に暮ら

せる都市、定住促進都市ということでのアンケートが３つ出てまいります。その次のペー
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ジ、１２ページ、これが喫緊の課題、優先すべき施策でございまして、まず、雇用・勤労、

高齢化、若者の定住対策と、この３つが重点テーマとなっておると。これを念頭に頭の中

に入れていただきながら御質問を受けさせていただきたいと思います。 

 前回は茶谷さんの方から説明させていただきましたので、今回は勉強なさっている入江

さんから御質問を承りたいと思います。それに基づいて一問一答の形で質問を回答してい

ただくということにさせていただこうと思っております。時計回りと逆、茶谷さんが一番

最後という形になりますので、後になればなるほど非常に難しいなということではないよ

うにしっかりとお考えになっていただけたらなと思います。それでは、入江さんからお願

いします。 

○入江委員  

しっかり勉強したつもりではあるのですが、的外れな話だったらすみません。たくさ

んの施策があって、これを実行していかれるというのは非常に大変なことだなと思いなが

ら事前にいただいた資料は見させていただいたのですが、冒頭、委員長からも１市４町の

話があったりしたのですが、こうやって暮らしておったり銀行員の仕事をしていたりして、

各市町ともそれぞれ素晴らしい施策をつくられるのですけれども、今回こういうふうにつ

くられた施策の中で、１市４町と連携したような取り組みみたいなものがどれぐらいある

のかなといいますか、そういった連携をしながらやっていらっしゃるのかなというのが見

ながら最初に疑問に思ったもので、ざっくりとした質問ではあるのですが、それをちょっ

と思ったので聞かせていただけたらと思います。 

○安田委員長  

具体的にはどうでしょう、市長でよろしいですか。 

○深澤市長  

まず、私の方からざっくり答えさせていただきたいと思います。また詳細は担当部長

等がお答えさせていただく部分もあろうかと思いますが、まず、１市４町ですね、東部圏

域だけではなくて、兵庫県北但馬の２町、香美町さん、新温泉町さんとも連携した取り組

みを今進めていこうとしております。具体的に申し上げますと、例えば広域観光ネットワ

ークの取り組み等々、それから、移住定住の促進につきましても、今年に入りまして東京、

大阪でそれぞれ１回ずつでありますが、１市６町で連携をした移住定住相談の取り組み、

相談会でありますが、こういったこともやらせていただいております。今、地方創生の国

の交付金も活用できる、そういった仕組みになっておりますので、限りなくこういった有
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利な財源も活用しながら広域観光、また、移住定住促進、色んな取り組みをこれからこの

圏域で進めていきたいと思っておりまして、この総合計画の中でも、あるいは総合戦略の

中でも色んな事業を位置づけておりますが、まさにこの圏域での取り組み、単独の自治体、

市町村での取り組み以上に、これからは非常に大切な、重要な取り組みになってくると思

っておりますので、そういった考え方でこれからも連携をしながら、連携を図りながらや

っていきたいと思います。ちょっと部長の方から補足していただきます。 

○田中企画推進部長  

企画推進部長でございます。具体的には、今日の資料の２９ページを開いていただけ

ればと思いますし、２９ページの下の方針のところの自治体間の広域的な連携の推進とい

うことで、３１１番にざっくりしたことが書いてありまして、計画書の方では、これは１

０５ページ、１０６ページのあたり、ここに１市４町だけではなくて、色んな隣接する自

治体や広域圏、こういったものと連携して行政を進めているということで、市長の話があ

りましたけれども、昭和４０年代から１市４町、以前は１５市町村でしたけれども、ごみ

処理とか消防、こういった共同処理事務を重ねてきていまして、現在は、先ほどありまし

たような観光とか移住定住、こういったものに、考え方としまして当然鳥取市だけではな

くて、やはり４町、こういった広域的なところの底上げを連携して図っていこうという考

え方のもとに進めておるところでございまして、ここの実施計画もそういった内容で盛り

込んでおるというところであります。以上です。 

○安田委員長  

ありがとうございました。よろしいでしょうか。次、岡田委員、お願いします。 

○岡田委員  

では、失礼します。この間からこの会に出させていただいて、私一番色々お願いなり

意見を言わせていただいた中で、特に地域のまちづくり協議会の会長をしておったり、自

治会長をしたりしておりますと、まず、何といっても地域の団体、また、そういった諸団

体の教育力を高めるための地域力の向上ということになりますと、公民館の方の活動なり

公民館が中心的な役割をしていただくものですから、我々としては公民館におんぶに抱っ

この状況があって、申し訳ないと思っておるのですが、私としては現在、鳥取市の場合、

公民館の館長さんの手当といいますか、こういうものが他の郡市、松江あたりは２１万と

か、下関が２３万であることと比べてみますと、確かに年金を持っておられて、プラスの

面で、それでいいではないかという御意見もありますけれども、非常に有能な若い人をお
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願いするためには６万何ぼということだけでは非常に困るわけで、何とかそういうことで

考えていただくとありがたいと思っております。公民館はまちづくりの拠点であり、事務

局、２４時間の仕事をされる館長とか主任もあるわけでして、そういう点で期待度も高い

ものですから、御配慮いただけたらありがたいと思います。以上です。 

○安田委員長  

いかがでしょうか。どなたか。市長。 

○深澤市長  

先ほど岡田委員さんからいただいた意見、以前から同様の御意見もいただいておると

ころであります。鳥取市も従来からずっと公民館長報酬の見直しも行ってきておりまして、

なかなかまだ十分ではないのかもわかりませんが、引き続きまして全体の特別職の報酬等

も含めた検討の中で考えていく課題であるかなと思っております。若い方が公民館長に就

任をしていただく、そういうことも将来出てくる可能性もありますので、総合的にこれか

らまたそのあり方といいますか、額について研究させていただければと思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

○安田委員長  

ありがとうございました。それでは、岡本委員、お願いします。 

○岡本委員  

私の方からは、委員としてこの計画策定に参画させていただいて、その時に申し上げ

ればよかったのですが、後からちょこちょこ気がつくことがございます。具体的には９ペ

ージの障がいのある人の自立支援等では、県の言語条例等を踏まえた中でのコミュニケー

ションの支援事業があったり、大きな施策であるかなと思ったりしておりますし、人権擁

護の推進等につきましては、成年後見事業、これは市の事業としてやっておられますし、

こういったのも入れておいた方が、よりわかりやすいのかなと感じたところでございます。

委員として発言しなかったことに対してお詫びをするとともに、改正の時にそういった点

も見直していただけたらありがたいかなと。 

 一つだけ私の方からお願いしたいことは、３１ページにあります病児・病後保育等につ

きまして、私も孫がおりますので、孫が保育園に行っておると、途中で熱を出したから迎

えに来てくださいというケースが非常にあって、うちの職員もちょこちょこ熱を出したの

で迎えに行くので昼から休ませて下さいといったケースがございます。単独施策というの

ではなくて、連携したような形で、保育所に行きました、そこの中で何らかの症状が出て、
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保護者の迎えが必要になったといった場合に、医療機関等との連携を図りながら、何とか

育児をする方が緊急な対応ができる場合は結構だろうと思いますが、できない場合の対応

という方策も御検討いただけたらなと。要するに、色んな事業の組み合わせという形で、

そういった視点から考えていただけたらありがたいと思います。以上です。 

○安田委員長  

ありがとうございました。健康・子育てになるのかな。いかがでしょうか。 

○岩井健康・子育て推進局長  

健康・子育て推進局の岩井と申します。よろしくお願いします。今の病児・病後児保

育等ということで、計画の中では６ページの４５ということで、重点事項ということで上

げさせていただいておるところでございます。こちらの方につきましては、去年から生協

病院を定員が４人から７人、徳吉薬局さんの方で６人ということで去年新設をさせていた

だいてやっておるという状況でございます。そのほか、病後児保育の関係ですが、市立保

育園とかＩＴサポート研究所、訪問の関係ですが、そちらの方でやっているというところ

でございます。こちらの方は今増加傾向にあるということがありまして、なるべく受け入

れ体制をということでやっていかなければならないなと思っておるところでございますが、

今言われました病気になった時の対応ということでは、なかなか対応できていないという、

病院の方に連れていったりとか、保護者の方が園に来ていただいてという格好をしないよ

うな形で何かできればという格好になるかと思います。そういうような格好、何かいい方

法がないかなということにつきましては、検討させていただけたらと思っております。 

○安田委員長  

ありがとうございます。岡本委員、よろしいですか。それでは次、小谷委員、お願い

します。 

○小谷委員  

同じく８ページ、９ページかな、高齢者の交通事故が非常に増えていて、加害事故、

あるいは被害事故、両方とも増えているわけです。それで運転免許の返納制度というのを

設けて、返納したらこんないいことがありますよとか、色んな支援制度があったり、それ

から、運転免許センターに相談員を配置して事前にキャッチしたりするわけですけれども、

やはり返納に応じていただこうとしたら、特に中山間地域での足を確保しておかないとな

かなか難しいと。ここで認知症とか在宅医療とか色々ありますけれども、それに限らず、

やはり返納を促進しようと思ったら、そういうことをしていただかないといけないし、計
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画内容のところで、そういう運転免許証は警察の仕事だというわけではなくて、やはり行

政、地域行政がそこに１歩も２歩も関わっていかないとちゃんとした何というのでしょう、

ライフクオリティーといいますか、そういうクオリティーが確保できないと思うので、そ

の辺のまた御検討をお願いしたいと思います。 

 鳥取市はバスなんかに対して非常に高い補助といいますか、返納者に対してされている

のですが、もう一歩地域に踏み込んでいかないと、バスだったら例えば１日に３便ぐらい

しかなかったりするので、もう少し何とかできないかなという気持ちを持っております。 

 それから、滞在観光のところですけれども、ここに限らないのですが、１８６番なんか

で、ちょっと変な言い方なのですが、色々新聞を賑わせたようなことに対して、まだやは

りちょっと予算的なペナルティーみたいなものがあっていいのかなということを思ってお

ります。ここに力を入れていかなければいけないということで、項目に上げていただくの

はいいのですが、その辺のめり張りといいますか、そういったものが実施の段階の時につ

けていただければ、やはり支援を受ける側もピリッとするのではないかなということを思

います。以上です。 

○安田委員長  

ありがとうございました。ちょっと２つに分かれていますね。高齢者の交通の関係、

返納も含めてです。これは福祉保健部でいいのでしょうかね、いかがですか。 

○中島福祉保健部次長 

 色んな分野に関わると思いますが、福祉保健部で関係しますのは、先ほどおっしゃられ

たのですが、返納者に限りませんが、高齢者の皆さんの交通手段の確保、あるいはバスの

利用促進、中山間地の振興のこともありまして、バスのフリーパスの運賃優待制度という

ことで３割引きという高齢者のフリーパスの優待制度を以前から設けておりまして、そう

いったことを進めておるということがございます。 

 それから、認知症の話も出ておりましたが、認知症がとみに最近色々クローズアップさ

れて、今色んなところで問題が生じるということがあります。そういった認知症に対しま

す対応ということで、地域での早期の発見、早期対応ということが一番肝要だろうという

ことで、地域支援推進員というものを前年度から設けておりますし、また、今年度には初

期の対応ということで、認知症の初期集中支援チームと、そういったものを専門医の皆さ

んを中心とした関係者による集中的な支援をやっていくと、そういったことを今年度実施

の予定ということで行っておるところでございます。福祉保健部として中心的に話せるこ
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とはそういったことがありますし、また、ほかのところであればお願いします。 

○綱田都市整備部長 

 続きまして、都市整備部でございます。まず、免許の返納の関係でございますけれども、

今年度より、従来から高齢者の方のバスの定期については低減させていただいておる制度

がございますけれども、これに加えまして、免許の返納後、一定期間につきまして、定期

を２，０００円という形で大幅に低価格で御利用いただくという制度もスタートさせてい

ただいておりまして、高齢者の方の免許返納に伴う積極的なバス利用というものを進めて

まいっておるところでございます。 

 それと、例えば中山間地等のバス路線の利便性というお話もございましたけれども、鳥

取市といたしましては、公共交通路線の維持というところに向かって、様々な路線につい

て、一つの例としては南の用瀬でありますとか、佐治というところで、バスを幹線と支線

に分けて、そのことによって幹線路線の本数やなんかを確保したり、末端の路線の維持と

いうことを取り組んでおるところでございます。そういった中で、利便性ということで、

１時間に何本もというところはなかなかかゆいところに手が届くというところまではいっ

ておりませんけれども、やはり最低限バスで生活が一定程度できるというところに向けて

今後も取り組んでまいりたいと思います。以上でございます。 

○安田委員長  

ありがとうございました。広域観光は、大田経済観光部長。 

○大田経済観光部長  

経済観光部長の大田です。小谷委員さん、先ほどの広域観光の御質問を受けたのです

が、具体的には少し内容がわかりにくかったものですので、再度お願いできますかね。 

○小谷委員  

私もはっきりあれなのですが、吉岡温泉町の自治会の会長さんが何か着服だかなんだ

かそんなのが新聞記事に出ていてということがあったので、その件です。 

○大田経済観光部長  

では、それは個別で後から、ちょっと私もよくわかりませんので。 

○安田委員長  

そうしてください。よろしいでしょうか。それでは、下山委員、お願いします。 

○下山委員  

失礼します。１２ページの１１４番ですが、事業の概要のところで、「ワーク・ライ
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フ・バランス、女性の」と書いてあるのですが、これをつくる時に気づけば良かったので

すが、別に女性でなくても男性もワーク・ライフ・バランスがちゃんとしておかないと働

きづらいのではないかなと、これを読みながら思ったので、今後こういうのがあれば、女

性に特化した施策とか政策をするのもいいと思いますが、男女問わず働きやすい環境をみ

たいなのも大切になってくるのではないかと思うので、今後はそこもお願いします。 

○安田委員長  

女性に限らず男性もということですね。いかがですか、市長。 

○深澤市長  

これはワーク・ライフ・バランス、先ほどお話のとおりでございまして、男女問わず

ということで、もちろん男性、女性共通の取り組みとしてこれを進めていきたいと思いま

すし、ワーク・ライフ・バランス、次の女性の活躍を推進する企業の支援による何々とい

うことで、いわゆる女性活躍推進法が施行されておりますので、これは今まで以上に女性

の皆さんに様々な場面で御活躍をいただきたいということであります。ワーク・ライフ・

バランス、これはもう男性ももちろんであります。以上でございます。 

○安田委員長  

よろしいですか。それでは、白岡委員、お願いします。 

○白岡委員  

失礼します。１９ページの１９９の鳥取市知名度アップ大作戦の事業のことで、先般、

フェイスブックの鳥取いいねというページを見せていただいて、すごく親しみの持てる投

稿が並んでいて、やっぱり同じインターネットという中でもＳＮＳを通じた情報の受け取

りというのは、より親しみを感じるものだなというふうに感じました。こちらの発信はぜ

ひどんどんしていっていただけたらなと思うのですが、一つだけ確認なのですが、これは

ターゲットの年齢層は限られているのでしょうか。というのは、私なんかはすごくどの投

稿も親しみを持って見れたのですが、物すごい年配の方とかも最近はＳＮＳを使っておら

れる方が多いので、男性、女性、老若男女問わず、ひっかかりのあるような幅広い視点の

投稿があった方が、よりシェアをしてもらったりとか、届く範囲が広がるのかなと思った

のですが、どうなのでしょうか。 

○安田委員長  

これ、総務部長でよろしいですか。 

○田中企画推進部長  
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企画推進部長でございます。今、白岡委員のおっしゃったＳＮＳですけれども、特に、

ターゲットがどの年齢層というわけではなくて、押しなべてＳＮＳを使われる、裏を返し

たら若干今はまだやはり若い層がメーンになってくると思いますが、ただ、だんだんこう

いったデジタルメディアも年配の方も時代が流れていくにつれて、多分層が広がってくる

のかなと思っておりまして、今おっしゃられたような考え方は十分この中でも今後施策で

は生かしていきたいと思っていますので、ありがとうございます。 

○安田委員長  

白岡委員、よろしいですか。谷上委員、お願いします。 

○谷上委員  

失礼します。私の方からは、色々あったのですが、１件ということで、先ほどありま

した広報とかそういったのと他の施策の方の連携をお願いしたいというふうに言おうかな

と思っていたのですが、私の方は、施策の２１ページの２２０、地域おこし協力隊事業と

いうことで、佐治町の方に今４名、鳥取市で初めてということでおりまして、今年度で３

年の任期が終わります。近場におるもので色々話をさせてもらって、今年度終わったら定

住しますという意向をされているのですが、地域おこし協力隊を卒業していかれるのです

けれども、そういったのを先進といいますか、若い人たちが卒業してまた鳥取市に定住し

ていくのですが、そういったことに対しての意気込みといいますか、そういったのを私は

聞けたらいいかなと思っております。卒業してどういうふうに担っていってもらいたいと

か、色々な問題がありまして、鳥取さんとなかなかうまくいったところがあったり、うま

くいかないところがあったり色々するのですが、そういった問題は今後どんどん増えてく

ると思いますので、意気込みを聞けたらなと思いましてです。はい、以上です。 

○安田委員長  

今の谷上委員の件ですけれども、いかがでしょうか。市長、お願いします。 

○深澤市長  

 今、御意見をいただきましたことは、私も大変大切なことだと思います。まず、３年間

の任期、地域に溶け込んでいただいて、力を発揮していただくということの後に、ぜひと

もこの鳥取市へ住み続けていただきたい、定住をしていただきたいという我々思いでおり

ますので、あとは担当の安本さんから。 

○安本地域振興課参事 

 失礼します。移住定住の担当係長の安本でございます。どうぞよろしくお願いします。 
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 佐治の谷上委員さんから御質問をいただきました地域おこし協力隊員、この制度を鳥取

市も導入しまして、これまでに１１名の方に移住ということで住んでいただいています。

卒業は３年を目途にという中で、来年の春には佐治の４名の方が御卒業。その中で、本当

に佐治で暮らしていきたいというお気持ちを受けているところでございます。住まれる、

これから定住するということには色々これまで３年間の鳥取市の施策と足並みを揃えて事

業を実施していただいたという部分がございますが、それぞれ皆さんが今後住んで仕事と

いう部分をこの３年間で養われて生かしていくということも大切ではありますので、少し

でございますが、今年度は生活に関わる家賃補助とかそういうのも設けたりしております

し、個別にそれぞれが仕事と住まいという部分が大切になりますので、お話をお聞きしな

がら支援をしております。 

 現在、９名の方が隊員としておられます。１名の方は早くに鳥取市の方に定住で流れと

しては同じような御職業についておられるということもありますので、それぞれの分野で

頑張っていただいていますので、一生懸命支援するように意気込んでおりますので、どう

ぞ、佐治地域の皆さんにも同様の考えでやっていきたいなと思っております。ありがとう

ございます。 

○安田委員長  

ちなみに智頭町長は１５年住んだら家をあげると言っておられましたが、鳥取市とし

てはいかがでしょうか。もう建てた家まであげるとか。 

○深澤市長  

ちょっと家をあげるというところまで鳥取市は難しいと思いますが、できる限り引き

続いてお住まいになっていただくように我々もしっかりと頑張っていきたいと思いますの

で、よろしくお願いします。 

○安田委員長  

ありがとうございました。それでは、山根委員の方に移りましょうか。 

○山根委員  

お邪魔します。私は、２８ページの循環型社会の形成というところで、鳥取市連合婦

人会では、４０数年にわたって古紙回収ということをずっと続けておりまして、燃やして

しまえばただのごみ、再利用すれば再資源というのをモットーに一生懸命頑張っていると

ころです。それで、古紙回収すれば鳥取市さんからも幾らかの還元金がありまして、随分

とみんなが励んでいるところですが、昨今、道路沿いに回収ボックスというのがたくさん
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置かれていまして、何か美化、美しくないですよね。ごみがいっぱい、古紙が入っている

のです。また、ある日は小・中学生だと思うのですが、その中に入って、色んな雑誌が入

っているので、それを読んでいる場面を何回か見受けたことがあるのです。あれをなかな

か撤去してくれとは言えないと、一度交渉に行った時に言われたことがあるのですが、青

少年のためにも環境美化のためにも何とかならないものかなと常日ごろ思っているところ

です。この点につきまして。 

○安田委員長  

あっ、そうですか、そんなことがあるのですか。新聞紙、段ボール、その程度であれ

ば何ら差し障りないのでしょうけれども。雑誌となると色々問題があるやもしれませんね。

これはどこですか、環境になるのかな。 

○澤田環境下水道部長 

 環境下水道部長の澤田ですけれども、先ほど言われたように、市内にトレーというか、

コンテナで無料の古紙回収ということで、大変今たくさんの地区に出ておりますけれども、

その方がかえって市としても定期的に古紙の回収等でやっているのですけれども、それは

常時置いてあるということで、なかなか色々トラブルも、その後、売れる有価物だけは持

って逃げられるのですが、それ以外のものはそのままになっているということで、環境的

に余り良くないということで、それについて色々と対策等でやっているところですが、業

者さんがおられますので、なかなかそこら辺はちょっと難しいところです。ただ、一応市

としてもそういう古紙回収なり各子ども会とかＰＴＡとか、そういう古紙回収の斡旋をし

ていただいて、それの助成ということで色々そういう古紙回収の関係の助成を進んでいき

たいと考えております。今のコンテナの関係はちょっと今後検討していきたいと思います。

以上でよろしいでしょうか。 

○安田委員長  

はい、ありがとうございました。でも、全然気がつかなかったのですが、そういう書

籍があるということ自体がやっぱり問題ですよね。何とか早急に検討する必要あると思い

ますね。社会通念上、教育上よろしくないと思います。よろしくお願いします。森原委員、

お願いします。 

○森原委員  

私は２４ページの地域防災力の向上の件で、質問と意見をしたいと思います。この前

の熊本地震、震度７の地震が２回起きるという過去例にない大地震となったのですが、特
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に建物の耐震化の問題、役場とか病院が使えなくなるという町もあるのですが、お金のか

かることですけれども、やはり公共施設の耐震化のスピードアップが今やっぱり求められ

ているなという感じがしています。特に西日本ではいつどこで直下型地震が起きるかわか

らないと言われていますので、鳥取でも７２年前に鳥取大震災があったのですが、本当に

心配な声がよく聞かれます。その公共施設の耐震化とともに、一般家屋の耐震化、耐震基

準が強化される前の古い建物の家をどうするのか。ここに無料耐震診断とか耐震改修に対

する助成とかあるのですが、これは余り市民には知られていないと思いますので、そのあ

たりの周知に力を入れていただきたいと思います。 

 もう１点、地震関連で、地震発生時の対応は市の防災計画等できちっと多分されておる

と思うのですが、今回の熊本地震を見ますと、発生後の対応、特に避難所での対応、それ

から仮設住宅の整備、高齢者、特に要援護者の生活支援と色んな問題が浮き彫りになって

いますので、そのあたり今一度再検討といいますか、これまでの市の防災計画等の見直し

も含めて早急にそのあたりの対応をしていただきたいと思っています。以上です。 

○安田委員長  

防災地震の関係です。どちらになるでしょうか。よろしいでしょうか。防災の関係、

調整監いらっしゃいますか。  

○秋山総務調整局長  

総務調整局長、秋山でございます。鳥取市の公共施設の耐震化につきましては、鳥取

市も大分以前からずっと計画を独自立てまして、計画的にやってきているということがご

ざいます。それで、ちょっと数が今手元にありませんけれども、計画を予定しております

耐震化につきましては、ほぼ今年度でほとんど終了すると。来年度４施設ほど若干残って

いるということがございます。 

 それから、防災拠点になります、特に庁舎につきましては、いわゆる総合支所等につき

ましても、これについては耐震化計画の中から除外されていた部分がありまして、そこの

部分につきましても、今計画を策定中でございまして、今後、年次的にそれぞれの総合支

所の庁舎の方も耐震化を図っていきたいと考えておるところでございます。以上です。 

○安田委員長  

ありがとうございます。よろしいですか、森原さん。 

○森原委員  

地震発生後の被災者への生活支援、そのあたりがちょっと曖昧模糊として、今回色々
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課題が出ていますので、今回の熊本地震を通じて何か見直しをされるのかどうか、支障な

い範囲でお伺いしたいと思います。 

○安田委員長  

いかがでしょうか、森原委員からの質問。 

○高橋防災調整監  

その部分につきましては、防災調整監の方からお答えいたします。 

 御指摘のように、鳥取市も地域防災計画をつくって色んなことに備えているわけですが、

おっしゃいますように、熊本地震を踏まえまして、避難所の運営とか仮設住宅、これはあ

らかじめどこにどういう用地をということを考えているのかということもありますし、そ

れから、避難行動要支援者の問題、それから、支援物資が行き届かなかったといった様々

な問題が指摘されていますので、そういったものを検証の上、必要な見直しを鳥取市の防

災会議の方に諮って見直していくように考えております。以上です。 

○安田委員長  

ありがとうございました。市長、よろしくお願いします。 

○深澤市長 

 私からちょっと補足させていただきたいと思います。この度の熊本地震を我々も教訓と

すべきだと思いまして、実は今日も朝、緊急の参集をやるという訓練をやりました。６時

３０分に震度６弱の地震が発生したという想定のもとに連絡をとりまして、職員が本庁舎

に参集するということの中で、新たに色んなポイントでやったのですが、その中の一つに、

この度の熊本地震で人命救助とあわせて生活支援が同時に発生したと。まさに避難所での

対応等々がすぐ発生する、必要になるという認識を改めてみんなが持とうということを今

日朝やりまして、情報収集、災害を受けた市民の皆さんがどういった状況にあるのかと。

まさにそれを即座に情報収集する、状況を把握する、それをみんなで共通認識をして迅速

に動いていこうと、そういったことを改めて今日の朝やったところであります。防災計画

等に位置づける前に、まさにそういったことを迅速に対応できるようにやることも必要だ

なと思っておるところでありまして、非常に重要なポイントであると考えておるところで

あります。 

○安田委員長  

ありがとうございました。森原委員、よろしいですか。 

○安田委員長  
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そうしたら、気高の松本委員、よろしくお願いします。 

○松本（弥）委員 

 私はまちづくり協議会の方の代表として出てきているのですけれども、私、実は２０年

近く前に公民館の主事をしておりまして、その頃から余り状況が変わっていないと。うち

の地区だけかもしれませんが、教育委員会の関係の施設が入っていたもので、事務所がた

らい回し。２０ページなんかに書いてある地区の拠点となる公民館とか、まちづくりで言

えば事務局が公民館ということになっていますが、施設のたらい回しですね、あっちの方

に事務局があるのであっちに移れ、今回は図書館をつくるのであっちに移動しろというこ

とで、私、半年しか主事をしていなかったのですが、半年の間に２回ほど引っ越しをさせ

られまして、引っ越しした思い出しかないのです。なかなか地域に根づいた活動をしろと

言われましても、そういう拠点自体がはっきりしていないですし、あと、中央公民館とい

う言い方ですので、施設が、浜村地区公民館の事業といっても、中央公民館が会場という

ことで、地域の方からは浜村地区公民館はどういう活動をしているのかと、何もしていな

いではないかと常日ごろから言われて、なかなかつらい思いをしてここ何十年やってきて

おる状況です。 

 ましてや今、２０ページの２０５に書いてありますが、老朽化した地区公民館の新築と

書いてありますが、２０年頃からずっと戸が斜めになって閉まりにくいとか、そのような

状況は未だ全然関係なく、去年に至っては体育館が使えない状態で、危険ですので入らな

いでくださいということで、体育館は使用禁止。地区の子どもたちも遊ぶ場もなく、そし

て、部活をやっていた中学生たちもやることもできず、また、町のスポーツ大会をするに

も、隣接してわかとり国体の時に農業者トレーニングセンターというのができましたので、

そちらの方ではしていますが、会場の名前が農業者トレーニングセンターなので、結局は

地域の方は、同じ名前でやっているところの施設だと、あっ、あそこが事業をしているな

とわかってくださるのですが、名前が違うとやっぱりなかなか受け入れてもらえないとい

うのが実情で、色々な会合におかげさまで出させていただいているので、何かしら言われ

るのは、ハード面では直す予定が今のところはありませんと。できたら今ある現在の建物

を使って何とかしてくださいというのがここずっとの意見ですので、その辺は拠点にして

何かを活動しろと言われている割にはどうなのかなというのがちょっと疑問です。ここに

きて自分の地域のことだけ言うのも何かなと思ってずっと黙っておとなしくしていました

が、その辺が教えていただけたらと思います。 
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○安田委員長 

 堰を切ったみたいですね。でも、本当に大事な話が委員から出ているのです。地域振興

みたいなことでよろしいですか。どなたか代弁していただけますか。何とかしましょう。 

○田中企画推進部長 

 企画推進部でございます。浜村の地区公民館ということで、実は建設年次はかなり古く

て、おっしゃったように、中央公民館と体育館ですか、非常に複合的になっていまして、

実は鳥取市の公民館を、これは年次的に耐震改修ですね、先ほどありましたけれども、耐

震ＮＧの部分については耐震改修、また、非常に老朽化している部分については新築をし

ているという計画をもって進めているところで、なかなかそれが浜村の順番がきていない

というのが実情でありまして、大変恐縮しているところでございます。おっしゃったよう

な話で、確か体育館も使えない状況だったのですかね。ということがありまして、当然こ

れは地域づくりの拠点ということで、公民館はまちづくり協議会の当然そこの一番の拠点

になるべきところということであります。今日いただいた意見をもう一回きちんと市の中

で、精査しまして、また今後に向かうと思っていますので、よろしくお願いします。 

○安田委員長  

よろしいですか。それでは、教育の松本委員、お願いします。 

○松本（壽）委員  

失礼します。私の方は４ページに書いてあります１６番の「未来のとっとり教育創造

事業」ですけれども、鳥取市版コミュニティースクールの実施ということで、コミュニテ

ィースクールは全国色んなところにあって、やはり学校問題を地域で解決していくし、学

校運営も学校だけではなくて、地域の地域力も入ってという形で考えられているというこ

とですが、鳥取版というものの具体的なことを一つお話ししていただきたいのと、もう一

つは、１９番の「鳥取市グローバル人材育成事業」というので、実際には英語が始まると

いうのと、それから、やはり世界に羽ばたくといいますか、世界で活躍できる人材づくり

というものの一つに、英語圏への短期研修というのが書いてあるのですが、実際、今年中

学校２年生の方は募集が入っていると思うのですが、具体的なお話をちょっとしていただ

けたらありがたいと思います。以上です。 

○安田委員長  

２つとも教育委員会でよろしいでしょうか。 

○木下教育長  
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まず、鳥取市版という意味ですね、鳥取市版のコミュニティースクールですね。この

鳥取市版とあえて言っているのは、国が示しておるのが、その要件の一つに教職員の人事

に関わる部分に、いわゆる参画をしていくというのがあるのですが、鳥取市はそこの人事

のところについてはタッチしませんということなのです。国の文部科学省の方も実はその

ことは当然考えておる話でありまして、今さらに全国のたくさんの学校に、このコミュニ

ティースクールというものを広げていこうということで、地域の皆さん方の参画を得た学

校運営を進めていくという中で、そういう新たな形を今推奨しておるところですので、今、

鳥取市版というふうに使っておりますが、これは将来的には必ずしも鳥取市版にはならな

いのかもわかりませんが、そういうことであります。 

○安田委員長  

グローバルの方はいかがですか。 

○木下教育長  

これは決して２年生に限ったことではありません。希望する子どもたちには鳥取市を

代表してしっかりと海外で学習をしてくれる子どもたちには、英語圏の国で、今現在考え

ておりますのはシンガポールです。シンガポールに１０名派遣しまして、夏休みになりま

すが、この８月に向こうの方の学校も授業して交流できる学校がありますので、そこと交

流をしてこようと今考えておるところであります。今、各学校に案内を出しておるところ

であります。なお、希望する子どもたちが経費の面で困ることのないようにしっかり色々

配慮をしながら募集をかけておるところであります。以上です。 

○安田委員長  

ありがとうございました。よろしいでしょうか。 

○安田委員長  

それでは、連合の橋本委員、お願いします。 

○橋本（智）委員 

 ７ページの６６番に子どもの貧困対策推進事業というのがありますが、これは具体的に

どういう事業なのかというのを教えていただきたいです。鳥取市の雇用状況というのは喫

緊の課題の１番に上がっていると思いますが、そういうところとの密接な関係もあると思

うのですが、とても大切なことだと思いますので、できるだけ実際に大変な子どもたちに

手が届くようなというか、そういう事業になっていくことを期待したいと思うのが一つと、

あと、これは先ほど私が言いましたが、学校現場にいたもので、組合でずっと現場を回っ
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ておりますと、どうですかという話を聞かせていただくと、とにかく忙しいということは

ずっと言われるのです。何とか人を増やせないのかということを言われます。規定の人数

はもちろん法律に則ったものはあるとは思うのですが、代替教員がいないのですというと

ころが結構おられて、色んなところを探して、校長先生も探されたり教育委員会の方も探

されたりするのですが、なかなか見つからなくて、結局空き時間を削って中にいる者でふ

うふうやっているところがあって、いつどうなるかわかりませんという話も聞かせていた

だいて、どうやったら人を増やしていけるのかなという、財政的なものもあるかと思うの

ですが、やはりそのあたりは要望として言わせていただきたいと思います。 

○安田委員長  

今、要望が出ておりますけれども、どうでしょうか。２点ですね。 

○岩井健康・子育て推進局長 

 健康・子育て推進局の岩井です。こちらの方からは、まず、貧困対策の推進事業という

ことで６６番に関してちょっとお話をさせていただきたいと思います。こちらの方は、今

盛んに言われております貧困の連鎖ということで、学力と貧困家庭、あるいは生活状況と

貧困家庭、これがなかなか負の連鎖から抜け出せないという格好がございます。一番何が

原因かということをまず押さえた上で、具体的な施策を検討しようかという段階で、今、

そういう段階でございまして、今年度の予算につきましては、調査経費というのを計上し

ておるという状況でございます。その調査を行いましてから、その調査結果に基づきまし

て、一番有効な具体策はどうかというのを検討していけたらなということで、今作業を進

めておるという状況でございます。具体的なというところにはちょっとなりませんが、今、

状況的にはそういう状況だということでお伝えさせていただきたいと思います。 

○安田委員長  

はい、わかりました。２番目、教育長、よろしくお願いします。 

○木下教育長  

私は、この問題については、私もかつては学校に勤務をしておったものですから、非

常によくわかるし、実は何とかしたいといつも思ってきたことであります。ストレートに

行政の方から多忙化について直接的に何とかしようという部分では、この中にも関わって

おりますが、例えば校務支援ソフトですね、いわゆる今コンピューターの時代ですから、

こういうものを取り入れながら、少しでもそのあたりの業務の量を減らしていきたいとい

うことを実は今進めております。 
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 それから、もう一つ、教員のという話がありました。これもおっしゃったように、法で

教員の数というのは決まっておりますので、ですからどんどん教員をつけるわけにはなら

ないのですが、ただ、休まれた時に、あるいは加配をつけるという時に、なかなか教員が

見つからないというのがあるのも事実です。実際問題、全体の数として教員の数が求める

数に合致していないという部分もあるのです。鳥取県を希望した人が全て最後まで鳥取に

いるかというと、そうではないわけで、よその県にもやはり出ていくわけですので、そん

な中で、新学期が始まって、この先生が欲しいなと思った時に、やはりどうしてもなかな

か思うようにいかない現状があるのも事実です。ですから、実は一生懸命になって探して

おるところです。それはしっかり御承知をいただいておると思っております。教員につい

てはそういうことです。 

 最後には、この多忙化という問題は単に量的に何が多いから忙しいというだけの話では

なくて、こうやって時代がどんどんどんどん変わっていけば、やはり新たな課題ですね、

量的な課題、あるいは精神的なストレスといいますかね、色んな問題がやはりある職場に

やはり学校というところも変わってきております。多分これは学校だけに限った話ではな

いとは思っておりますが、そんな中で一致団結、協力しながら今一生懸命頑張っておると

ころでありますので、よろしくお願いします。 

○安田委員長  

ありがとうございます。よろしいでしょうか。それでは、西村委員、お願いします。 

○西村委員 

 こんにちは。すみません。２２ページの世界に開かれたまちづくりというのが大体私の

担当する部分だと思うのですが、４項目、２２９から２３２までございますが、前も申し

上げたのですが、やはり余り変化がなかったというところにちょっとおこがましいですが、

私も新しい御提案ができなかったということで反省をしております。 

 それで私、つい最近、ドイツとスイスに行ってまいりました。スイスに行きますと、す

ごく若い方が農業をしているのがとても目立ったのです。それで、地元の方にちょっと聞

いてもらったのですが、どうしてかと聞きましたら、食べ物をつくったりすることが一番

崇高な仕事だと。その崇高な仕事に若者がつきたがるのは普通ではないかと言われて、ち

ょっとショックを受けまして、ええ、そうですか、では、御老人は何をしているのですか

と言うと、老人もそこにもちろん住んでいますよ。スイスは日本と同じようにすごく山間

部が多くて、山の上にたくさん住んでおられるのです。生活はどうしているのですかと言
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うと、もうほとんどおりてこられませんと。では、どうしているのですかと聞きましたら、

中高生がボランティアで月１回とか２回、食物を届けに行ったり、何か用事がありません

かということで訪ねるそうです。学校全体でそういう活動をしていて、若者にとっては、

そういう人たちに触れることによって自分が役に立っているということがものすごく国に

住んでいることの誇りにつながると。そして、将来的に自分もこんな仕事、こんな生活を

老後もしてみたいと思うようになるというのを聞いたのがものすごく印象的で、ちょっと

そのお話をしたいなと思いました。以上でございます。 

○安田委員長  

ありがとうございました。いかがでしょうか、これは国際交流の問題も含めてであり

ますけれども。 

○田中企画推進部長 

 企画推進部でございます。２２ページに世界に開かれたまちづくりということで、引き

続きの施策という状況になっていますけれども、これに加えまして、ここだけのページで

はなく、例えば１３ページでありますが、工業の振興の中で、１２４番、しっかり星がつ

いていますけれども、環日本海経済交流ということで、以前は文化的な交流というのが主

体でありましたが、近年、やはりこういった環日本海とか韓国、中国、ロシア、また台湾

やタイとか観光で来ていらっしゃいますが、こういった経済交流的なものを逆にこっちの

方に重点、軸足を置いてきているような交流になっているのかなと思いまして、一応鳥取

市の方もこういったことで力は入れたいなと。先ほど教育委員会の方でありましたが、グ

ローバルな人材ということで、派手な施策みたいなものはないのですが、やはりこの辺も

着実に進めていくのかなという認識を持っておるところでございます。 

○西村委員  

すみません。言い忘れましたが、私も海外に行きますとスマートフォンで引きますと

パッと何でも一気にヒットするのです。そういったＷｉ－Ｆｉの施設とか、これからオリ

ンピックをめざして、ぜひそのついでに鳥取に寄っていただけるように、英語、中国語、

韓国語等で何か引くと、「鳥取のこんなのがありますよ」みたいな、ヒットできるような

ことをなさったらいいのではないかなと思いました。外国人は皆さん持って、誰にも聞か

ずに勝手に動いているというのが素晴らしいなと思いました。 

○安田委員長  

このネットワークの問題も含めてでありますけれども、いかがでしょうか。 
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○大田経済観光部長  

経済観光部でございます。今でも色々Ｗｉ－Ｆｉの整備とか観光地、市内は整備を順

次行っております。最近では砂の美術館でも韓国や英語でも使えるような整備をしており

ますし、１００円バスとかにも昨年入れたところです。また、これからも今年度もですが、

東部１市６町でまたそういう外国人のインバウンド対策、そういうものをスマホとＳＮＳ

とか、そういう対策をしていこうとしております。やはりこれからインバウンド増えてい

ますので、充実していきたいと思っています。よろしくお願いします。 

○安田委員長  

よろしいでしょうか。それでは、塚田委員、お願いします。 

○塚田委員 

失礼します。ページとしては７ページの６５ぐらいになるのでしょうか、発達障害の

子どもに対する対応ですが、八頭町とか若桜町におきましては、５歳児で全ての子どもに、

社会性がちょうど育まれる時ですので、５歳児健診をされているのですが、鳥取市ではな

かなかそれは保護者の方からとか保育園の方から余程のことがないと５歳児に対する、こ

の子はちょっとということが上がってこない。そして、就学時健診で何とか見つかるか、

それともそれで小学校に入って加配になるかというふうになっているのですが、やはり早

く手を打つということで、５歳児健診をぜひしていただきたいなと思います。やはりほか

の子どもたちに対する影響もありますし、先生の忙しさにも多分輪をかけていると思いま

すし、そういうことが少しお願いできたらなと思って発言しました。 

○安田委員長 

 ありがとうございます。福祉保健でいいのかな、これは。どうでしょうか。 

○岩井健康・子育て推進局長  

健康・子育て推進局、岩井でございます。今の５歳児の健診ということで、鳥取市の

方では５歳児健診ということはやっていないというところですが、６ページの４１番、重

点事項というところでございます。こちらの方、妊婦・出産包括支援事業ということでや

っておるということがございまして、こちらの方、まずはじめに少子化ということで、妊

娠で子育てをすると、子どもを出産するというところから始まりまして、その後で妊娠期、

出産期と、産後、子育て期ということがございます。このあたりで母子手帳を渡す時にお

母さん、妊婦さんにアンケートをとったりということで、継続してサポートをしていくと。

そこのところで子どもが生まれたあたりでどういう状況かというのを確認したり行いまし
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て、相談支援のできる体制ということで今やっておるところでございます。そのあたりで

産前、産後サポーターと産後ケアの支援という格好がございますし、あと、乳幼児の家庭

全戸訪問などを行ったりしております。また、乳幼児健診、３カ月、６カ月、１０カ月、

１歳６カ月、３歳児健診というところで行っておるというところでございまして、この中

で見つけられた障がいのあるような格好があればというところが見つかれば、子育て支援

センターの方と連携をとりながら、保健センターと連携をとりながら対応をしておるとい

う状況でございます。 

○安田委員長  

発達障害に関してはちらっとしかなかったのですが、よろしいですか。 

○塚田委員  

いや、５歳児ぐらいでちょうど社会性ができてくるので、やっぱり３歳ではなく就学

時健診ではなく、５歳ぐらいのところでやっぱり見つけていくということが、なかなか保

護者の方からは、いや、大きくなったら治りますというパターンが多いので、そうではな

いというところをもう少し皆さんに認識していただけたらなと思います。 

○安田委員長  

３歳ではなくて、５歳ぐらいが適当ではありませんかという話でありますけれども、

いかがですか。 

○岩井健康・子育て推進局長  

持ち帰らせていただきまして、内部の方で検討をさせていただければと。 

○安田委員長  

はい、よろしくお願いします。それでは、茶谷委員、お願いします。 

○茶谷委員 

 失礼します。私からは質問はありません。最近、日々目先の仕事で忙しい毎日を過ごし

ているのですが、最近、オバマ大統領の広島訪問に久しぶりに感動しまして、何に感動し

たかというと、７１年間アメリカの大統領が１回も広島を訪れたことがないという中で、

彼が現実にしたということは、本当に様々な問題や反対があった中を実現したのだろうな

と思って感動しました。その中で、では、彼は一体何をしたかったのかと思った時に、本

当に核兵器を無くしたいのではないかと思いました。アメリカの大統領だからできること

をというのを任期間近というところで彼なりに必死にやったのではないかなと思いました。 

 それを踏まえて、我々もこの鳥取市、いいものにしていこうという思いの中、私も一企
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業人として常にそれは良くしていきたいなと思っております。今現在所属している青年中

央会というところ、１１３名企業がございます。また、東部には五青協といいまして、５

つの青年経済団体がございますので、その中にも絶対にこのような志の者が多くおると思

いますので、ぜひ協力して垣根をつくらずに鳥取を良くしていきたいと思っております。 

○安田委員長  

ありがとうございます。ちなみに安倍さんはパールハーバーに行くのかな。大きな問

題であります。余談でありました。それでは今日、オブザーバーでおいでいただいており

ます鳥取市医療看護専門学校の荒木さん、コメントを一言いただけますか。 

○荒木事務局次長 

 本日、橋本の代わりに出席させていただきましてありがとうございます。今回のこちら

の項目課題のところで、我々鳥取市医療看護専門学校が２年目、来年はもう卒業学年を迎

えるということで、今回２５番の看護学生の就労支援というところに真っ先に我々がどう

いった形で鳥取市の貢献としてお役に立てるのかという課題を近々迎えております。今ま

さしく学生の方でも、やはり入学生の方はもうほぼ８割、９割が地元で就職したいという

ところは明らかです。そういった意味で、やはりこのような専門学習とともに、地元で就

職する背景の中には、鳥取が好きだ、大好きなのだというところも踏まえる学校教育であ

りたいなということをこれからさらに邁進していきたいと思います。その上では、やはり

学校組織だけではなく、極力コミュニティー、地域の皆様方の御支援や情報なんかもキャ

ッチしていきながら地域との連携のとれた学校づくりに寄与していきたいと思いますので、

今後とも御指導のほどよろしくお願いいたします。 

○安田委員長  

ありがとうございました。情報の交換をどんどんやっていきたいと思っております。 

 それでは、一通りの御意見をいただきましたので、２番目の鳥取市創生総合戦略の各施

策の検証方法ということで、資料ナンバー２を事務局から説明をいただきますが、塩谷さ

ん、時間はどうですかね、少しもらった方がいいかな。５分ぐらい延長。 

○塩谷政策企画課創生戦略室長 

 はい、お願いします。 

○安田委員長 

 よろしいですか。今、２時５８分でありますけれども、申し訳ございません。５分間程

度延長をお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 
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○塩谷政策企画課創生戦略室長 

 資料２に基づき説明（略） 

○安田委員長  

事務局から説明がございました。何か御質問、御意見はございますでしょうか。評価

というのは客観的に見ていかなければいけないものですから難しいですが、事前に市当局

の方から評価をいただくと、審査をいただくという形になっておりますので、メンバーに

おかれましては、その資料をいただいてから期間は長いこともらわなければいけないです

な。１週間ぐらいではいけませんよ。よろしいでしょうか。 

御意見が無いようでしたら、次に行かせていただきたいと思います。今後のスケジュ

ールについて、資料ナンバー３ですけれども、事務局より説明してください。 

○塩谷政策企画課創生戦略室長 

 資料３に基づき説明（略） 

○安田委員長  

ありがとうございました。我々は鳥取市総合企画委員会、２番目という形でございま

すので、御理解をいただきたいと思います。御質問、御意見はございますでしょうか。 

 無いようでしたら、続きまして、その他に入ります。事務局何かありますか。 

○塩谷政策企画課創生戦略室長 

 １点です。先ほど申し上げましたが、次回、第２回の開催日程につきましての協議をさ

せていただきたいと思います。事務局案としましては、７月２７日水曜日の午後２時から

４時ということで提案をさせていただきたいと思います。 

○安田委員長  

７月の下旬ということで、もうほぼ下旬に、あと２日しかありませんけれども、させ

ていただきたいということであります。皆さん、御都合はいかがでしょうか。どうしても

とおっしゃる方がありましたら、事前に御連絡をお願いしたいと思います。７月２７日、

１４時から１６時でございます。よろしくお願いいたします。 

 以上をもちまして平成２８年度第１回の鳥取市総合企画委員会を閉会させていただきま

す。本日はどうもお疲れ様でございました。ありがとうございました。 


